



































































































が 1），1895 年（明治 28 年）10 月に設立された東
京都芝区西久保八幡町（現港区虎ノ門五丁目）2）
の民家から始まった聖ヒルダ養老院であるという
のが一般的である（河畠 2006，岡本 2011 ほか）．










年（明治 5 年）9 月に創設された公立の施設であ
る東京市の養育院が「混合収容」の例として挙げ
られる．「養育院創立当初は，『幼老廃疾を収容対








定員は 150 名であったが次第に増加し，1894 年

























せた．救護法施行当初の対象者は 6 割弱が 13 歳







年（大正 14 年）には 52 施設であった養老院は，


































































る．養老院は 1940 年（昭和 15 年）以降の戦時体
制下になると 130 程度の数で停滞していたが，
1949 年（昭和 24 年）には 146 施設であったのが





体で見ると，1951 年（昭和 26 年）には総数は
959 施設で，そのうち授産施設が最も多い 317 施
設で全体の 33％，続いて養老施設が 250 施設で
26％であった．また，救護施設は 18 施設に過ぎ
ず，更生施設は 79 施設，医療保護施設は 148 施
設，宿所提供施設が 147 施設であった．その後
の増加が最も著しかったのは養老施設で，1960























































た 名 古 屋 市 厚 生 院 で あ る と さ れ る（小 笠 原
2003）．名古屋市厚生院は定員 80 名に対し，寮母





























38 年）の 694 施設から 1974 年（昭和 49 年）に
は 1905 施設と急増している．とくに特別養護老
人ホームの増加が著しく，先述したように 1963
年（昭和 38 年）には 1 施設に過ぎなかったのが，
1965 年（昭和 40 年）は 27 施設，1970 年（昭和
45 年）には 152 施設となっている．ちなみに養
護老人ホームは 1963 年（昭和 38 年）には 673 施
設であったのが，1970 年（昭和 45 年）には 810













日本では，1970 年（昭和 45 年）に高齢化率 7％
を超える高齢化社会となり，それから 24 年後の


























人ホームの数は 1970 年（昭和 45 年）の 152 施設
から 1975 年（昭和 50 年）には約 4 倍の 539 施設
に増加した．また，量の整備のみならず，老人
ホームを「収容の場」から「生活の場」へと転換





















なっていたために，すでに 1962 年（昭和 37 年）
に国庫補助化されていた老人家庭奉仕員事業
（ホームヘルプ）の対象を 1982 年（昭和 57 年）










































年）には 50 施設であったのが 1985 年（昭和 60
年）には 97 施設へと増加していたが 6），こうし
た背景のもと 1980 年代後半以降にさらに急激な
増加がみられ，1990 年（平成 2 年）には 173 施設，





















































ぞれ約 55 万人，36 万人，5 万人が利用してい
る 10）．とくに特別養護老人ホームは待機者が非
常に多く，2013 年（平成 25 年）には待機者が 52
万人と，入居者に匹敵する数となってしまってい
た．そこで，2015 年（平成 27 年）の介護保険法
の改正では入居者は原則要介護 3 以上に限定され









































































ムがある．現在では A 型と B 型は建設されてお
らず，C 型と言われるケアハウスが増加してい
る．ケアハウスは，低所得者向けの施設として所
得制限のある A 型や B 型とは異なり誰でも入居
できる．ケアハウスには 60 歳以上から入居でき









る．しかし，2012 年（平成 24 年）には 2182 施設，
定員 91474 名であったケアハウスは，2014 年（平














る法律（2001 年（平成 13 年）制定））の 2011 年



















住宅数は 2011 年以降増加し続け，2019 年（令和























け住宅では，たとえば 2015 年（平成 27 年）8 月





こと，要介護 3 の人や認知症の人などが入居 17）
し，「介護施設化」していることがあるとも言わ






































































































































































実施したところ，30 名（男性 12 名，女性 18 名）
の回答があった．回答者の年齢は 50 代 1 名，60



















































































3 名と，合わせて 5 名が「多様な住まい」と回答
しており，授業前の 4 名より 1 名増加した．一方
で，「子どもや親族と同居して，家族介護や介護



















































































































 1） 日本聖公会が名古屋市の下江川町に 1892 年（明治
25 年）「養老院」を設立したのが最初であるとも言
われている．その後，1897 年（明治 30 年）に日本
聖公会の宣教師 J.C ロビンソン氏が，名古屋市横
代官町に 1897 年（明治 30 年）に「ロビンソン養
老院」を設立した（岡本 2011）．











51 名に対して，普通入園は 425 名であった．
 5） 養育院では，1930 年代後半から児童専門のための
施設がいくつか創設されていた．
 6） 1975 年（昭和 50 年）には 73 施設と増加し，その
後若干減少したものの 1980 年（昭和 55 年）には



















10） 『週刊東洋経済』2019 年 10 月 26 日号 49 頁
11） この制度変更により，2016 年の特別養護老人ホー
ムの待機者は 37 万人となった．
12） 『週刊東洋経済』2019 年 10 月 26 日号 49 頁







は別枠で 20 万円までと定められ，そのうちの 1～3
割が原則自身の負担となる．この助成は原則とし




































17） 2017 年 5 月 7 日の朝日新聞によると，入居者の
88％が要介護認定を受け，要介護 3 以上の重度者
は 30％にも上るといわれている．
18） この火災事故は 2009 年（平成 21 年）3 月 19 日に
発生したもので，施設で暮らす 10 名が死亡した．









10 月 12 日 号 に よ る と，「虐 待 回 避 の 10 カ 条 」
（p63）の中の「施設見学時の確認事項と質問項目」
に「施設の風通しのよさ（家族や部外者との交流）
をチェック！」として「近隣の小中学校や町内会
など，外部組織との定期的な連携，交流はあるか」
として，地域との関わりが挙げられている．
20） たとえば神奈川県川崎市にある住宅型有料老人ホー
ムメディカルセンチュリーハウス溝の口では，食
材調達や調理を社員が担い，ホームの食堂を利用
した地域の人たちに向けた子ども食堂を開催して
いる．
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